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1. はじめに 
 本稿の目的は、『法華経諺解』において、結構助詞「所」が含まれる漢文が中期朝鮮語
に如何に翻訳されているかを明らかにすることである。中期朝鮮語の資料は、大半が漢語
との二言語資料若しくは漢語からの翻訳資料である。こうした資料の特性に注目した研究
には、同じ底本から朝鮮語に翻訳された朝鮮語文献間での違いを考察した研究(李浩權 
1987、南星祐 2001, 2007 等)や、『蒙山和尚法語略録諺解』、『翻訳老乞大』のような口
語的な漢語からの翻訳資料を用いて、漢語原文中の文法標識の翻訳様相を考察した研究(伊
藤英人 2004, 2007, 2008、Ito 2005 等)がある。しかし、管見の限り、結構助詞「所」がどの
ような形式で朝鮮語に翻訳されているかを考察した研究はないようである。 
 
2. 本稿で扱う文法形式の概要 
 本節では、本稿で扱う結構助詞「所」と、その朝鮮語訳に現れる(4 節で後述)連体形及び
名詞形について概観する。 
2.1. 「所」 
 王力(2008[1980]: 344-345)によると、「所」は常に及物動詞(他動詞)の前に置かれ、謂語
(述語)形式や句子(文)形式に、定語(連体修飾語)的性質を持たせる働きをする。定語(連体修
飾語)の後ろは名詞が来たり、「者」が用いられたりする。この「者」は名詞が人や事物を
指す時は用いられないことがある。このとき、定語(連体修飾語)は名詞性を持つ。 
 伊藤丈(1995: 148)によると、「所」は及物動詞(他動詞)の前に用い、所＋動詞の形で、そ
の動詞に続く名詞を修飾する成分を作る結構助詞である。(1)を参照されたい(伊藤丈 1995: 
147 より再引用)。 
 
(1) 彼所執刀杖尋段段壊而得解脱 (観世音菩薩普門品第二十五) 
「かの執るところの刀杖は、にわかに段段に壊れて、解脱するを得ん」 
 
上の(1)の「彼所執刀杖」は、「名詞＋所＋動詞＋名詞」となり、「所＋執」が刀杖の修飾
成分となる。 
 これ以降、「所」が含まれる漢文を「所＋V(＋N)」文と呼ぶ。 
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2.2. 中期朝鮮語の連体形 
 中期朝鮮語の連体形には{-n}1と{-r}の 2 種類がある。{-n}は時制接尾辞をとり得る。{-r}
は未来時制に近い意味を持っている。更に、中期朝鮮語の連体形は、{-o- / -u-}(以下、{-o-
})が含まれるか否かで機能が異なる。中島仁(2002: 98)によると、{-o-}が挿入されるのは基
本的に動詞であり、挿入の決定基準となるのは「①引用動詞であるかどうか」、「②修飾
部と被修飾語の関係」、「③アクチュアリティー」の 3 点である。 
 
 ①引用動詞であるかどうか 
中期朝鮮語では引用の際に用いられる形式はかなり固定的であり、 
(2) αra   hon     / hAnon      / hor       β  
α-ida hA-on    / hA-nA-on     / hA-or      β 
α QUOT する-NANF2 / する-PRS-NANF2  / する-RANF2   β 
 「α という β」 
 
という形式で現れ、{-o-}が挿入された連体形が用いられる。 
 
②修飾語と被修飾語の関係 
非引用動詞の場合、修飾部と被修飾語との関係が{-o-}の出現に関連している。被修飾語
が連体形動詞の動作の対象である場合や、被修飾語が連体形動詞の動作の目的地・到達点
である場合、被修飾語と連体形動詞が「名詞化のかかわり」2を持つ場合は、連体形に{-o-}
が挿入される。 
 
③アクチュアリティー 
②の条件を満たしていても、非アクチュアルな場面では{-o-}は挿入されない。次の(3)(4)
を参照されたい。 
 
(3) 桓彛‘yi   byrion   將軍 兪縱‘i 
桓彛-‘yi   byri-on  將軍 兪縱-‘i 
PN-GEN  呼ぶ-NANF2 将軍 PN-NOM 
                                                        
1 ハングルのローマ字表記は河野六郎(1947)を一部改変したものを用いる。下線部が変更した箇所。 
 母音:  
ᅡ/a/,ᅣ/ia/,ᅪ/oa/,ᅥ/e/,ᅧ/ie/,ᅯ/ue/,ᅩ/o/,ᅭ/io/,ᅮ/u/,ᅲ/iu/,ᅢ/ai/,ᅤ/iai/,ᅫ/oai/,ᅦ/ei/,ᅨ/iei/,ᆌ/uei/,ᅬ/oi/,ᅳ/y/,
ᅵ/i/,ᅴ/yi/,ᅱ/ui/,ᆞ/A/, ᆡ/Ai/ 
 子音: 
ᄀ/g/,ᄃ/d/,ᄇ/b/,ᄫ/v/,ᄌ/j/,ᄏ/k/,ᄐ/t/,ᄑ/p/,ᄎ/c/,ᄁ/gg/,ᄄ/dd/,ᄈ/bb/,ᄍ/jj/,ᄉ/s/,ᄊ/ss/,ᄋ/‘/,ᄒ/h/,ᄂ/n/,ᄆ/m/,ᄅ/r/
,ᅌ/ng/,ᅙ/‘/,ᅀ/z/,ᇙ/rx/ 
2 被修飾語が修飾部である動詞句のあらわす内容を受け、それ全体を名詞化する(名詞句を作る)役割を果
たしているもの。 
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「桓彛の遣わした将軍の兪縱が」(諺解三綱行實圖忠臣図 12a18)3 
 
(4) 使者 nAn  byrisin     sarAmira 
使者-nAn byri-si-n    sarAm-i-ra 
使者-TOP  呼ぶ-SH-NANF1 人-COP-FNT 
「使者」はお遣わしになられた人である」(釋譜詳節巻六 2a5) 
 
これらの二つの例は、どちらも修飾語が「byrida(遣う)」で、被修飾語がその動作を受け
る対象であるが、(3)は{-o-}が挿入されているのに対し、(4)はない。(3)は「byrida(遣う)」
が特定の時間において行われたアクチュアルな動作を表しており、一方(4)は非アクチュア
ルな動作を表している。 
 
本稿では便宜上、{-o-}を含まない連体形を I 類、含む連体形を II 類と呼ぶ4。これらの出
現形態を表 1 に示す。各連体形の名称は、고영근(2008[1997])を参考にした。 
 
表 1: 連体形の種類 
 -n 系列 -r 系列 
 不定 現在 回想 確認 未来 
I類 -(A)n / -(y)n -nAn / -nyn -den -gen -(A)r / -(y)r, 
-(A)rx / -(y)rx 
II類 -on / -un -non -dan -gan -or / -ur, -orx / -urx 
 
2.2.3. 中期朝鮮語の名詞形 
 中期朝鮮語の名詞形は{-om / -um}(以下、{-om})という語尾でつくられる。現代朝鮮語で
は名詞形をつくる語尾と転成名詞をつくる接尾辞が同形{-(y)m}であるが、中期朝鮮語では
転成名詞をつくる接尾辞は{-Am / -ym}であり、形が異なる。本稿では、{-om}の形態で出
現したものを名詞形と呼ぶ。 
 
3. 調査 
 調査資料には『法華経諺解』(1463 年)を用いた。『法華経諺解』は、刊経都監で翻訳・
刊行された全 7 巻からなる仏教諺解である。諺解の底本となっているものは、Saddharma-
puṇḍarīka-sūtra(「正しい教えの白蓮」の意)の漢訳経典のうち、姚秦の鳩摩羅什が漢訳した
『妙法蓮華経』について、宋の温陵戒環が要解した 7 巻 28 品本である。『法華経諺解』
                                                        
3 用例の出典場所は(丁数、裏表、行)の順に示す。文献名がないものは全て『法華経諺解』の例である。 
4 例文のグロスは、-n 系列の連体形を NANF、-r 系列の連体形を RANF、I 類を 1、II 類を 2 で示している。
例えば、グロス中の NANF1 は、-n 系列 I 類連体形を指す。 
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には明の一如が撰集した「法華経科註」も合本されているが、翻訳は経の本文と戒環の要
解部分のみである。四周双辺、有界線、版心は大黒口、魚尾は上下内向黒魚尾で、9 行 17
字、半葉匡郭は約 21cm×18cm である。(以上、李浩權 1993: 133-137 を要約) 
 本稿で調査したのは全 7 巻のうち、巻 2 の長行と偈の部分の漢文及び朝鮮語訳である。
巻 2 には譬喩品第三と信解品第四が収められており、丁数は 254 丁である。この巻 2 から、
まず「所＋V(＋N)」文の例を収集した。そして収集した漢文のうち、対応する朝鮮語訳に
連体形及び名詞形が現れる例を収集した。その際、朝鮮語訳が意訳若しくは誤訳であると
考えられる例は除いた5。その結果、連体形の例が 38 例、名詞形の例が 31 例の計 69 例が
得られた。 
 
4. 考察 
 4.1 節では「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳を 3 つのパターンに分けて考察する。4.2 節では
朝鮮語訳の個別の特徴を考察する。 
 
4.1. パターン別にみる「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳 
 結論から先に述べると、「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳のパターンは、凡そ図 1 の如く図
式化できる。 
 
 
《漢文》 《朝鮮語訳》 
 「所＋動詞＋名詞」  連体形＋普通名詞 
    
「所」   連体形＋依存名詞 
 「所＋動詞」   
   名詞形 
 
図 1: 「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳パターン 
 
 「所」が動詞の前に置かれ、連体修飾語や名詞性を持つ語を作る機能を持つことを考慮
すれば、朝鮮語訳に名詞形や連体形＋普通名詞という形が現れることは当然といえる。以
下、このパターンに沿って考察する。 
 
                                                        
5 例えば「在所遊方‘ai」(156a7)は、「‘isnAn god noninAn 方‘ai (lit. いるところ、遊ぶ方へ)」(156b1)と訳さ
れているが、これは誤訳だと考えられる。坂本幸男・岩本裕訳注(1962: 206)では、当該部分を「遊ぶ所の
方に在って」と訓読している。次の一例は意訳と見做した例である。 
 此所焼之門‘ei (59a1) 
 ‘i byr bydnAn 門‘ei (59b9) 
 「lit. この火ついた門に」 
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4.1.1. 「所＋V＋N」の朝鮮語訳 
 「所＋V」に名詞が後続する場合、「連体形＋普通名詞」という朝鮮語訳で現れる(例 5
～6)。用例数は 15 例である。 
 
(5)
6
 各各脱身所著上衣 hA‘ia 以供養佛 h7zA‘emie (45b1) 
   各各   momai  nibun    ‘us‘osAr  basa     butiesgyi 
   各各   mom-ai nib-un    ‘us‘os-Ar  bas-a    butie-sgyi 
   それぞれ 体-LOC 着る-NANF2 上着-ACC 脱ぐ-ADVF  仏-DAT.HONOR 
 供養 hAzA‘omie (45b8) 
 供養 hA-zA‘o-mie 
 供養する-OH-SIM 
 「それぞれ体に着た上着を脱ぎ、仏に供養し申し上げながら」 
 
(6) 諸佛世尊‘i 雖以方便‘ina 所化衆生‘yn 皆是菩薩‘inira (149b1) 
   諸佛世尊‘i   birog  方便‘yr  bsyna    化 hAnon 
   諸佛世尊-‘i  birog  方便-‘yr  bsy-na    化 hA-nA-on 
   諸仏世尊-NOM たとえ 方便-ACC 使う-CNC  教化する-PRS-NATTR2 
衆生‘yn  da  菩薩‘inira (149b6) 
衆生-‘yn  da  菩薩-‘i-ni-ra 
衆生-TOP  みな 菩薩-COP-DECL-FNT 
 「諸仏世尊がたとえ方便を使っても、教化した衆生はみな菩薩なのだ」 
 
4.1.2. 「所＋V」の朝鮮語訳 
 「所＋V」は、名詞形若しくは「連体形＋依存名詞」のどちらかで翻訳されていた。以
下、4.1.2.1 節及び 4.1.2.2 節で個別に考察する。 
 
4.1.2.1. 「連体形＋依存名詞」で翻訳される場合 
 「所＋動詞」が「連体形＋依存名詞」で翻訳されていた例は、23 であった。最も多く現
れる依存名詞は dAi(ところ)の 9 例、以下、ges(もの、こと)が 7 例、i(ひと、もの、こと)が
3 例、ba(ところ)が 2 例、god(もの、こと、ところ)、dA(こと)がそれぞれ 1 例である。以下
に挙げた(7)～(10)の例は、順に dAi、ges、i、bai の例である。 
 
 
 
                                                        
6 漢文部分は懸吐したまま提示している。「吐」とは、漢文を読む際に漢文の途中に挿入する朝鮮語の助
詞類のことである。日本における漢文の送り仮名に相当する。(趙義成 2009: 480 参照) 
7 原文ママ。 
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(7) 於此経中‘ei 力所不及‘inira (157b3) 
   ‘i   経中‘ai  himyi  mod    micur    ddAinira (157b6) 
   ‘i   経中-‘ai  him-yi  mod    mic-ur    dAi-i-ni-ra 
   この 経中-LOC 力-GEN できない 及ぶ-RANF2 ところ-COP-DECL-FNT 
 「この経中に力の及ばないところである」 
 
(8) 汝等‘yi 所可玩好 i 希有難得‘ini (66a8) 
   nehyi‘yi   ‘eru  玩好 hor     ggesi   希有 hA‘ia   得 homi 
   nehyi-‘yi   ‘eru  玩好 hA-or    ges-i   希有 hA-‘ia   得 hA-om-i  
   2PL-GEN   よく 玩好する-NANF2 こと-NOM 稀有だ-ADVF  得る-NMLZ-NOM 
 ‘erie‘uni (67a1) 
 ‘erieb-u-ni 
難しい-VOL-CAU 
 「汝等のよく玩好することが稀有で得ることが難しいが」 
 
(9) 此 i 是我子 ira 我之所生‘ini (221b2) 
   ‘i   nai   ‘adArira    nai   nahonini (222b4) 
   ‘i   nai   ‘adAr-i-ra   nai   nah-on-i-i-ni 
   これ 1SG.GEN 息子-COP-FNT  1SG.GEN 生む-NANF2-人-COP-CAU 
 「これが私の息子だ。私の生んだ人であるが」 
 
(10) 於諸世間‘ai 為無有上 hA‘ia 佛所悦可 ini (146b1) 
   modAn   世間‘ai  ‘u  ‘ebsumi  dA‘oi‘ia   butie gisnon (146b2) 
   modAn  世間-‘ai  ‘u  ‘ebs-um-i  dA‘oi-‘ia   butie gis-nA-on 
   全ての  世間-LOC 上 無い-NMLZ なる-ADVF  仏  喜ぶ-PRS-NANF2 
baini(146b2) 
ba-i-ni 
 ところ-COP-CAU 
 「全ての世間に上が無くなり、仏が喜ぶところであるが」 
 
 漢文には現れていない、動詞の動作が行われる場所、動作の対象を依存名詞が補ってい
ると言える。例えば、上の(8)は原文「我之所生」に現れていない「生む」の対象を依存名
詞 i が補っている。 
 
4.1.2.2. 名詞形で翻訳される場合 
 「所＋V」文が名詞形で翻訳される例は 31 例あった。この 31 例のうち、11 例は「為(＋
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N)＋所＋V」という漢文の翻訳であった。王力(2008[1980]: 490)、伊藤丈(1995: 99-100)によ
ると、「為(＋N)＋所＋V」という構造は被動(～される)を表す。この被動の構造を持つ漢
文の朝鮮語訳は、全て「(属格形名詞＋)名詞形＋dA‘oida (なる)」という構造を持っていた。
この朝鮮語訳は、日本の漢文訓読で「為(＋N)＋所＋V」を「(《名詞》の)～する所とな
る」と訓じるのに似ている。 
 
(11) 或當墮落 hA‘ia 爲火所焼 hArini (63b1) 
   sihog bandAgi bderedi‘ie  byryi  sAromi      dA‘oirini (64a1) 
   sihog bandAgi bderedi-‘ie  byr-yi  sAr-om-i     dA‘oi-ri-ni 
   もし 必ず  落ちる-ADVF 火-GEN 焼く-NMLZ-NOM  なる-DECL-CAU 
 「もし必ず堕落して火の焼くところとなるだろうが(焼かれるだろうが)」 
 
(12) 爲諸童子之所打擲 hA‘ia (165b3) 
   modAn   ‘ahAi      tiumi      dA‘oi‘ia (165b7) 
   modAn  ‘ahAi      ti-um-i      dA‘oi-‘ia 
   全ての  子ども.NOM/GEN 打つ-NMLZ-NOM  なる-ADVF 
 「全ての子どもの打つところとなり(打たれ)」 
 
 被動の構造以外の例をみると、4.1.2.1 節でみた「連体形＋依存名詞」の依存名詞が漢文
に現れていない動作の行われる場所や対象を補っているのと対照的に、補う必要が無い例
が多い。次の(13)がその例である。 
 
(13) 先所出內‘i 是子所知 renira hA‘ianAr (222a3) 
   ‘arpAi  naimie   dyriomi      ‘i   ‘adArAi  ‘aden 
   ‘arp-Ai nai-mie  dyri-om-i      ‘i   ‘adAr-Ai  ‘ar-de-n 
   前-LOC 出す-SIM  入れる-NMLZ-NOM  この 息子-GEN 知る-RET-NANF1 
 gesirenira        hA‘ianAr (222b8) 
ges-i-de-ni-ra       hA-‘ianAr 
もの-COP-RET-DECL-QUOT  する-CAU 
 「前に出内することがこの子の管理したものであるのだ、と言うと」 
 
(13)は「naimie dyrida (出し入れする)」という動作のいわば単純な体言化であり、出内する
場所を必要としないため、名詞形で翻訳されていると考えられる。 
 
 「知」や「識」の朝鮮語訳「‘arda (知る)」、「得」の朝鮮語訳「得 hAda (得る)」は「連
体形＋依存名詞」と名詞形の両方で現れている。 
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(14(=13)) 先所出內‘i 是子所知 renira hA‘ianAr (222a3) 
   ‘arpAi  naimie   dyriomi      ‘i   ‘adArAi  ‘aden 
   ‘arp-Ai nai-mie  dyri-om-i      ‘i   ‘adAr-Ai  ‘ar-de-n 
   前-LOC 出す-SIM  入れる-NMLZ-NOM  この 息子-GEN 知る-RET-NANF1 
 gesirenira        hA‘ianAr (222b8) 
ges-i-de-ni-ra       hA-‘ianAr 
もの-COP-RET-DECL-QUOT  する-CAU 
「前に出内することがこの子の管理したものであるのだ、と言うと」 
 
(15) 諸子 i 幼稚 hA‘ia 未有所識 hA‘ia (63a3) 
諸子 i   jieme    ‘aromi      ‘isdi     ‘anihA‘ia (63b9) 
諸子-i   jiem-e    ‘ar-om-i     ‘is-di8    ‘anihA-‘ia 
諸子-NOM 幼い-ADVF  知る-NMLZ-NOM  ある-NMLZ  しない-ADVF 
 「諸子が幼く知識(知ること)が無く」 
 
 (14)と(15)は、朝鮮語訳に「‘arda (知る)」が現れている例である。(14)は「連体形＋依存
名詞」で、(15)は名詞形で翻訳されている。この訳出の違いも、(14)が依存名詞「ges」で
「‘arda (知る)」の対象 (＝「出し入れすること」)を補っている一方、(15)は「‘arda (知
る)」の単純な体言化であると考えられるのではないか。 
 
4.2. 朝鮮語訳に現れる連体形及び名詞形の特徴 
本節では、「所＋V(＋N)」の朝鮮語訳に現れる連体形と名詞形にみられる特徴を述べる。 
 
4.2.1. 連体形の種類とアクチュアリティー 
 2.2 節で述べたように、中期朝鮮語の連体形には I 類と II 類の 2 種類がある。調査で得
られた連体形を種類別にみると、I 類が 6 例、II 類が 32 例である。更に、I 類の連体形 6
例のうち、4 例は II 類連体形が現れにくい回想の時制接尾辞-de-を含む I 類連体形-den が現
れている例であった。中島仁(2002)の調査では、II 類連体形-dan は 1 例も現れておらず、
連体形動詞と被修飾体言が「対象のかかわり」を持つ場合であっても I 類連体形で現れる
と述べられている9。本稿の調査でも、-dan は 1 例も見つからなかった。 
-dan 以外の I 類連体形の 2 例は、次の(16)と(17)である。 
 
 
 
                                                        
8 -di は否定形の一部をなす名詞化語尾。 
9 ただし、この時期に-dan が全く現れないということではなく、『月印釋譜』(1459 年)にいくつか例がみ
られることも、中島仁(2002)は述べている。 
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(16) 此三乗法‘yn 皆是聖所稱歎‘ira (90a1) 
   ‘i   三乗法‘yn  da  ‘i   聖人 s   ‘irkAra 
   ‘i   三乗法-‘yn  da  ‘i   聖人-s   ‘irkAr-a 
   この 三乗法-TOP  みな この 聖人-GEN.HONOR  褒める-ADVF 
讃歎 hAnAn     gesira (90b3) 
讃歎 hA-nA-n     ges-i-ra 
讃嘆する-PRES-NANF1 もの-COP-FNT 
 「この三乗法はみなこの聖人の褒め称えて讃嘆するものだ」 
 
(17) 自在無繋 hAmie 無所依求 hAni (90a2) 
自在 hA‘ia  mA‘in      dAi   ‘ebsymie  byte     求 hAr 
自在 hA-‘ia  mA‘i-n     dAi   ‘ebs-ymie byt-e    求 hA-r 
   自在だ-ADVF 繋がれる-NANF1 ところ ない-SIM  つく-ADVF  求める-RANF1 
ddAi   ‘ebsyni (90b4) 
dAi   ‘ebs-yni 
ところ ない-SIM 
「自在で繋がれるところがなく、依って求めるところがなく」 
 
(16)(17)の 2 例は、どちらも被修飾語(ges「もの」、dAi「ところ」)が連体形動詞の動作
の対象であると考えられるが、I 類の連体形で現われている。同じ動詞(讃歎 hAda「讃嘆す
る」、求 hAda「求める」)でありながら II 類連体形が現れている次の(18)(19)と比べてみよ
う。 
 
(18) 皆是一相一種‘ira 聖所稱歎‘imie (99b3) 
   da  ‘i   一相一種‘ira    聖人 s      ‘irkAra 
   da  ‘i   一相一種-‘i-da   聖人-s      ‘irkAr-a 
   みな この 一相一種-COP-FNT  聖人-GEN.HONOR 褒める-ADVF 
 讃歎 hAnon       gesimie (99b7) 
讃歎 hA-nA-on     ges-i-mie 
 讃嘆する-PRES-NANF2  もの-COP-SIM 
「みなこの一相一種だ。聖人の褒め称えて讃嘆するものであり」 
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(19) 我本無心有所希求 irani (226a9) 
nai    本来 求 hor     mAzAm  ‘ebdani (226b5) 
nai    本来 求 hA-or    mAzAm  ‘eb-de-o-ni 
   1SG.NOM  本来 求める-RANF2 心    ない-RET-VOL-CAU 
「私は本来求める心がなかったのだが」 
 
 讃歎 hAda (讃嘆する) の例である(16)と(18)は、ほぼ同じ環境でありながら I 類連体形と
II 類連体形とで、現れ方が異なる。求 hAda (求める) の例である(17)と(19)は、被修飾名詞
が依存名詞か一般名詞かという点で違いはあるが、どちらも被修飾名詞連体形動詞の対象
となっているという共通点はある。これらの連体形の現れ方の違いを、2.2 節で触れたア
クチュアリティーの観点から考察すると、I 類の連体形が現れる(16)と(17)は、「三乗法
10」について如来が説明している場面から得られた例であることから、単に「三乗法」に
ついて説明しているだけで、讃歎 hAda(讃嘆する)、求 hAda(求める)という動作が行われる
具体的な場面を想定していないため、I 類連体形が現れると考えられるのではないか。本
稿の調査範囲は注釈部分を含んでいないためか、非アクチュアルな場面を示す例が多く得
られなかった。今後、注釈部分からも用例を集めることで、I 類連体形と II 類連体形との
対立がより明らかになるだろう。しかし、用例数は少ないながらも、原文漢文「所＋V(＋
N)」では区別されない「アクチュアル / 非アクチュアル」の区別が、朝鮮語訳では反映さ
れていることが確認できた。 
 
4.2.2. 連体形動詞及び名詞形動詞の自他 
 既に 2.1 節で述べた如く、「所＋V(＋N)」の V に現れる動詞は他動詞である。しかし、
用例数は少ないが(連体形・名詞形合わせて 8 例)、対応する朝鮮語訳に現れる動詞には自
動詞もあった11。 
 
(20) 於諸世間‘ai 為無有上 hA‘ia 佛所悦可 ini (146b1) 
   modAn  世間‘ai  ‘u  ‘ebsumi     dA‘oi‘ia   butie gisnon 
   modAn 世間-‘ai  ‘u  ‘ebs-um-i     dA‘oi-‘ia   butie gisg-nA-on 
   全ての 世間-LOC 上 無い-NMLZ-NOM  なる-ADVF  仏  喜ぶ-PRS-NANF2 
baini (146b2) 
ba-i-ni 
ところ-COP-CAU 
「全ての世間に上が無くなり、仏が喜ぶところであるが」 
 
                                                        
10 3 種の乗物の意。乗物とは衆生を悟りに導いて行く教えをたとえたものである。声門乗、縁覚乗、菩薩
乗の三つをいう。(以上、中村元他編 2002) 
11 動詞の自他の判断は、한글학회(1992)に従った。 
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(21) 我今放汝 hA‘ia 随意所趣 hAnorahAndai (204a4) 
   nai    ‘ijei  neryr  noha   bdydei  gar     ddAirAr 
   nai    ‘ijei  ne-ryr  noh-a   bdyd-ei ga-or    dAi-rAr 
   1SG.NOM  今  2SG-ACC 放す-ADVF 意-LOC 行く-RANF2 ところ-ACC 
 josnora       hAndai(204a7) 
 jos-nA-o-da      hA-ndai 
 従う-PRS-VOL-FNT   する-COND 
 「私が今お前を放して意に行くところに従おう、というと」 
 
(20)の gisgda (喜ぶ)、(21)の gada (行く)は、どちらも한그학회(1992)では自動詞として記載
されている動詞である。原文の漢文では他動詞であっても、朝鮮語に翻訳される際に自動
詞が用いられる場合があることがわかった。 
 
 また、4.1.2.2 節で述べた「為(＋N)＋所＋V」という被動の構造の他動詞 V が、他動詞に
ヴォイス接尾辞-i-がついて受動態(云わば自動詞のようになった動詞)に翻訳され、その名
詞形が「(属格形名詞＋)名詞形＋dA‘oida (なる)」という構造に組み込まれる例が 3 例見ら
れた。 
 
(22) 必爲所焚 hAni (65b4) 
   bandAgi sAr‘iomi       dA‘oirini (66b6) 
   bandAgi sAr-‘i-om-i      dA‘oi-ri-ni 
   必ず  焼く-PASS-NMLZ-NOM なる-DECL-CAU 
 「必ず焼かれることになるだろうが」 
 
(11)では sArda (焼く)がヴォイス接尾辞を伴わずに用いられているが、(22)は sAr‘ida (焼か
れる)という受動態の名詞形が「(属格形名詞＋)名詞形＋dA‘oida (なる)」に現れている。こ
のように、一見被動が重なっているように見える例は、sArda (焼く)のみであった。本稿で
はこうした例が存在することを指摘するに留め、後考を俟ちたい。 
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5. おわりに 
 本稿の考察の結果を図 2 に示す。 
 
《漢文》 《朝鮮語訳》 
 「所＋V＋N」  連体形＋普通名詞 
    
「所」   連体形＋依存名詞 
 「所＋V」   
   名詞形 
 
図 2: 「所＋V(＋N)」文と、対応する朝鮮語訳 
 
まず、「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳には 3 つのパターンがある。「所＋V」に名詞が後続
する場合、「連体形＋普通名詞」という朝鮮語で翻訳されており、漢文とほぼ並行した朝
鮮語訳となっていることが明らかになった。一方、「所＋V」に名詞が後続していない場
合、朝鮮語訳は「連体形＋依存名詞」若しくは名詞形で翻訳されている。「連体形＋依存
名詞」と名詞形のどちらで翻訳されるかは、「所」に後続する動詞の動作の対象を補う必
要があるか否かが関係しているという可能性を指摘した。また、朝鮮語訳に連体形が現れ
る場合、II 類連体形が多く現れることが明らかになった。これは「所」が後続する動詞の
対象を表すためであると考えられる。但し、非アクチュアルな場面の描写に於いては II 類
連体形が現れる。 
 
 
略号一覧 
ACC: accusative / ANF: adnominal verb form / ADVF: adverb verb form / CAU: causal / CNC: 
concessive / COND: conditional / COP: copula / DAT: dative / DECL: declarative / FNT: finite / GEN: 
genitive / HONOR / honorific / LOC: locative / NMLZ: nominalizer / NOM: nominative / OH: object 
honorific / PASS: passive / PL: plural / PN: proper name / PRS: present / QUOT: quotative / RET: 
retrospective / SG: singlar / SH: subject honorific / SIM: simultaneous / TOP: topic / VOL: volitional / 1: 
1
st
 person / 2: 2
nd
 person 
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『法華経諺解』にみる結構助詞「所」の中期朝鮮語訳について 
 
要旨 
 
中期朝鮮語で書かれた文献は多くが漢語との二言語資料若しくは漢語からの翻訳資料で
あるという点に注目し、『法華経諺解』を用いて、結構助詞「所」が含まれる漢文が朝鮮
語に如何に翻訳されているかを明らかにした。「所＋V(＋N)」文の朝鮮語訳には 3 つのパ
ターンがある。「所＋V」に名詞が後続する場合、「連体形＋普通名詞」という朝鮮語で
翻訳されており、漢文とほぼ並行した朝鮮語訳となっていることが明らかになった。一方、
「所＋V」に名詞が後続していない場合、朝鮮語訳は「連体形＋依存名詞」若しくは名詞
形で翻訳されている。「連体形＋依存名詞」と名詞形のどちらで翻訳されるかは、「所」
に後続する動詞の動作の対象を補う必要があるか否かが関係しているという可能性を指摘
した。また、朝鮮語訳に連体形が現れる場合、II 類連体形が多く現れることが明らかにな
った。これは「所」が後続する動詞の対象を表すためであると考えられる。但し、非アク
チュアルな場面の描写に於いては II 類連体形が現れることが明らかになった。 
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   The topic of this paper is to describe how adnominal particle ‘SUO’ is translated into Korean 
in Beophwagyeongeonhae. There are 3 patterns of translation : 1) adnominal form + general noun, 
2) adnominal form + bound noun, 3) nominalized form. When object of the verb following ‘SUO’ do 
not appear in the orginal text (Wenyan, Classical Chinese) but there is necessity to complement 
object of the transitive verb, adnominal form + bound noun appears in Korean. 
 
